クオリティーレポート，レターおよびＱＣサロン審査基準
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　　決　編集委員会
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　制定期日　平成12年（2000年） 3月6日
１．目的
　学会規則第３１１「編集委員会運営マニュアル」に定める、クオリティーレポート，レターおよびＱＣサロンの区分で投稿された原稿の審査にあたっては，原則としてこのマニュアルに従って行う．
２．審査の原則
　クオリティーレポート，レターおよびＱＣサロンの審査においては，高度な学術的レベルを要求することはせず，以下のような基本的事項に合致する論文を積極的に掲載することを主眼とする．
  （1）品質管理に関係する．
  （2）会員にとって有用である．
　（3）何らかの新規性がある．
　（4）客観的事実や論理に基づいている．
　（5）基礎となっている資料やデータの出所が明らかである．
　（6）分かりやすい内容である．
　（7）有益な誌上討論のきっかけとなる．
３．クオリティーレポートの審査基準
　「クオリティーレポート」は品質または品質管理に関して有益な情報を含む報告である．例えば，手法や考え方等を有効活用した事例，適用対象に新規性がある事例，実用性を有する管理手法の開発ストーリー，ヒット商品の開発ストーリー，海外における品質管理の実施状況等の報告である．会員にとって有用であると判断されれば，新規性や明確な結論については厳密さを要求しない．
４．レターの審査基準
　「レター」は，品質誌に掲載された記事等に対する客観的な提言，批判である．品質管理に関係していれば，品質誌に掲載されていない事項への提言や批判でもよい．著者等に対する個人的な感情に基づく提言や批判は掲載しない．
５．ＱＣサロンの審査基準
　「ＱＣサロン」については，誰もが気軽に投稿できる読者欄的色彩の濃いものとする．たとえば，「クオリティーレポート」になるほどではないニュース的なもの，実験・調査概要報告，編集委員会への意見，見聞録，体験談などでもよい．
 付則
1. 本マニュアルは，平成12年（2000）3月6日より施行する．
 2.　本マニュアルの制定・改訂は，編集委員会にて原案を作成し，規程委員会にて決定し，
 　理事会に報告する．
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